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第２回定例会（6/13～14）
条例改正・補正予算など、15議案を可決

白川町議会ホームページ



契
約
の
締
結

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
町
道
小
倉
線
橋
梁
架
設
工
事
請
負
契

約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

　
契
約
金
額
 

５
６
９
８
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
丸
ス
産
業
　
株
式
会
社

　
黒
川
簡
易
水
道
柿
反
中
配
水
池
施
設

改
良
工
事
請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締

結
す
る
。

　
契
約
金
額
 

１
億
６
８
３
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
　
安
江
土
建

▼
財
産
の
取
得

　
購
入
後
15
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

い
る
白
川
小
学
校
配
備
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
更
新
す
る
。

　
契
約
金
額
 

９
１
７
万
９
５
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方有

限
会
社
　
川
上
自
動
車

　
購
入
後
29
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

い
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
真
空
冷
却

機
を
更
新
す
る
。

　
契
約
金
額
 

９
０
２
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
株
式
会
社
　
中
西
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
営
業
所

条
例
改
正
･
補
正
予
算
な
ど

15
の
議
案
を
可
決

第２回定例会
　
白
川
町
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６

月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
３
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
町
政
の
課
題
等
に
つ

い
て
質
問
し
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承

認
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
財
産
の

取
得
、
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出
の
15

議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

専
決
処
分
の
承
認

▼
白
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
国
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

▼
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
白

川
町
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　
固
定
資
産
税
の
課
税
減
免
の
期
間
を

延
長
す
る
。

　
令
和
６
年
３
月
31
日

　
　
　
⇩
　
令
和
９
年
３
月
31
日

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正

　
国
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
係
る
課
税

限
度
額
等
を
引
き
上
げ
る
。

　
22
万
円
　
⇩
　
24
万
円
　
他

▼
白
川
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
外
３
つ
の
条
例
の
全
部
を
改
正

　
国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
改

正
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
際

内
容
を
簡
素
な
も
の
に
改
め
る
た
め
、

全
部
改
正
を
行
う
。

令
和
６
年
度

　
　  

補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
１
億
６
１
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、

補
正
後
の
総
額
を
77
億
７
４
０
０
万
円

に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
60
万

円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
総
額
を
10

億
１
２
６
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
能
登
半
島
地
震
支
援
職
員
派
遣
事
業
 

１
９
７
万
円

・
新
庁
舎
建
設
記
録
動
画
作
成
委
託
料
 

4
1
万
円

・
老
朽
空
家
等
除
去
事
業
補
助
金
 

２
２
８
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
事
業

 

（
新
た
な
住
民
税
等
非
課
税
世
帯
）

 

２
１
８
０
万
円

・
定
額
減
税
調
整
給
付
金
事
業

 

８
９
０
０
万
円

・
黒
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
気
楽

園
空
調
設
備
修
繕
工
事

 

１
４
０
万
円

委
員
長
　三
　戸
　勝
　徳

　
本
委
員
会
は
、本
日
、執
行
部
か
ら
詳
細

な
説
明
を
受
け
、慎
重
な
審
議
を
行
っ
た
結

果
、い
ず
れ
の
会
計
に
つ
い
て
も
、全
員
の

賛
成
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、近
年
の
物
価

高
を
背
景
に
、新
た
な
住
民
税
等
非
課
税

世
帯
に
給
付
す
る
物
価
高
騰
対
応
支
援
給

付
金
や
、６
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
定
額
減

税
に
係
る
調
整
給
付
金
が
追
加
さ
れ
る
な

ど
、物
価
高
騰
に
直
面
す
る
町
民
へ
の
支

援
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、今
後
そ
の
効

果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
支
援
職
員
派
遣
事
業

の
追
加
補
正
で
は
、震
災
以
降
８
回
に
渡

り
計
14
名
の
職
員
を
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
意
見

を
十
分
尊
重
し
、今
後
と
も
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
て
効
果
的
な
予
算
の
執
行
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、本
委

員
会
の
議
案
審
査
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料

　

 　
　
　
　
　
２
６
６
０
万
円

・
子
ど
も
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
 

１
０
９
万
円

・
農
作
物
被
害
防
止
事
業
補
助
金
　

 

１
１
０
万
円

・
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
補

助
金
 

６
０
０
万
円

・
里
山
林
整
備
事
業
委
託
料
 １

３
０
万
円

・
道
の
駅
施
設
整
備
事
業
補
助
金
 

１
０
０
万
円

・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
報
酬
 

９
７
万
円

・
白
川
中
学
校
維
持
修
繕
工
事
 

２
４
０
万
円

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

・
国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
 ６

０
万
円

主
な
質
疑
　
　

問
　新
庁
舎
建
設
中
の
動
画
を
公
開

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、公
開
頻
度
と
媒

体
は
何
を
使
う
の
か
。ま
た
、工
事
現

場
の
壁
面
を
使
い
、情
報
発
信
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
　新
庁
舎
は
木
造
部
分
が
特
徴
的

な
建
物
で
あ
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
時
期
に
、そ
の
都
度
公
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
木
造
に
か
か
る
部
分
は
、９
月
か
ら

プ
レ
カ
ッ
ト
工
程
が
始
ま
り
、年
明
け

１
月
に
は
建
て
方
が
始
ま
る
予
定
の
た

め
、そ
う
い
っ
た
時
点
を
捉
え
て
情
報

を
発
信
し
た
い
。媒
体
に
つ
い
て
は
、

You-Tube

や
現
在
既
に
情
報
を
投

稿
し
て
い
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で

発
信
し
た
い
。

　
工
事
現
場
の
壁
面
に
つ
い
て
は
、活

用
を
検
討
中
で
あ
り
、今
後
、情
報
発

信
等
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　正
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

を
合
わ
せ
た
人
件
費
が
、大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　職
員
の
処
遇
改
善
は
必
要
で
あ
る

が
、人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　人
件
費
増
の
最
大
の
要
因
は
、給

与
改
定
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
な
ど
国
の
制
度
改
正
に
伴
う

も
の
で
、地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る

が
、正
職
員
以
外
の
雇
用
人
数
に
よ
る

人
件
費
抑
制
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。

　
対
策
と
し
て
、業
務
増
を
雇
用
増
で

対
応
す
る
の
で
は
な
く
、役
場
の
業
務

内
容
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
し
、業
務
の
削

減
、効
率
化
を
図
っ
た
う
え
で
、職
員
の

配
置
を
改
め
て
行
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
。ま
た
、会
計
年
度
任
用
職
員
の
部

署
間
の
や
り
く
り
も
必
要
で
あ
る
。

　
時
期
と
し
て
は
、新
庁
舎
へ
移
転
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
機
構
改
革
、行
政
改

革
を
併
せ
て
行
い
、細
部
に
渡
っ
て
見

直
し
を
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　里
山
林
整
備
事
業
に
つ
い
て
、獣

害
防
止
対
策
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
設
置

で
あ
る
が
、伐
採
後
の
木
材
等
の
整
理

に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　緩
衝
帯
の
役
目
が
し
っ
か
り
果
た

せ
る
よ
う
、き
れ
い
に
整
理
す
る
こ
と

を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

　
整
理
の
状
況
が
悪
い
と
、動
物
の
隠

れ
る
場
所
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、

次
の
整
備
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、施
工
業
者
に
は
し
っ

か
り
と
お
願
い
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、設
置
作
業
の
ル
ー
ル
作
り
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

※

質
疑
応
答
は
抜
粋
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

補
正
予
算
審
査
の
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　委
員
長
報
告
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契
約
の
締
結

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
町
道
小
倉
線
橋
梁
架
設
工
事
請
負
契

約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

　
契
約
金
額
 

５
６
９
８
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
丸
ス
産
業
　
株
式
会
社

　
黒
川
簡
易
水
道
柿
反
中
配
水
池
施
設

改
良
工
事
請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締

結
す
る
。

　
契
約
金
額
 

１
億
６
８
３
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
　
安
江
土
建

▼
財
産
の
取
得

　
購
入
後
15
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

い
る
白
川
小
学
校
配
備
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
更
新
す
る
。

　
契
約
金
額
 

９
１
７
万
９
５
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方有

限
会
社
　
川
上
自
動
車

　
購
入
後
29
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

い
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
真
空
冷
却

機
を
更
新
す
る
。

　
契
約
金
額
 

９
０
２
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
株
式
会
社
　
中
西
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
営
業
所

条
例
改
正
･
補
正
予
算
な
ど

15
の
議
案
を
可
決

第２回定例会
　
白
川
町
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６

月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
３
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
町
政
の
課
題
等
に
つ

い
て
質
問
し
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承

認
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
財
産
の

取
得
、
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出
の
15

議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

専
決
処
分
の
承
認

▼
白
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
国
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

▼
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
白

川
町
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　
固
定
資
産
税
の
課
税
減
免
の
期
間
を

延
長
す
る
。

　
令
和
６
年
３
月
31
日

　
　
　
⇩
　
令
和
９
年
３
月
31
日

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正

　
国
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
係
る
課
税

限
度
額
等
を
引
き
上
げ
る
。

　
22
万
円
　
⇩
　
24
万
円
　
他

▼
白
川
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
外
３
つ
の
条
例
の
全
部
を
改
正

　
国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
改

正
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
際

内
容
を
簡
素
な
も
の
に
改
め
る
た
め
、

全
部
改
正
を
行
う
。

令
和
６
年
度

　
　  

補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
１
億
６
１
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、

補
正
後
の
総
額
を
77
億
７
４
０
０
万
円

に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
60
万

円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
総
額
を
10

億
１
２
６
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
能
登
半
島
地
震
支
援
職
員
派
遣
事
業
 

１
９
７
万
円

・
新
庁
舎
建
設
記
録
動
画
作
成
委
託
料
 

4
1
万
円

・
老
朽
空
家
等
除
去
事
業
補
助
金
 

２
２
８
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
事
業

 

（
新
た
な
住
民
税
等
非
課
税
世
帯
）

 

２
１
８
０
万
円

・
定
額
減
税
調
整
給
付
金
事
業

 

８
９
０
０
万
円

・
黒
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
気
楽

園
空
調
設
備
修
繕
工
事

 

１
４
０
万
円

委
員
長
　三
　戸
　勝
　徳

　
本
委
員
会
は
、本
日
、執
行
部
か
ら
詳
細

な
説
明
を
受
け
、慎
重
な
審
議
を
行
っ
た
結

果
、い
ず
れ
の
会
計
に
つ
い
て
も
、全
員
の

賛
成
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、近
年
の
物
価

高
を
背
景
に
、新
た
な
住
民
税
等
非
課
税

世
帯
に
給
付
す
る
物
価
高
騰
対
応
支
援
給

付
金
や
、６
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
定
額
減

税
に
係
る
調
整
給
付
金
が
追
加
さ
れ
る
な

ど
、物
価
高
騰
に
直
面
す
る
町
民
へ
の
支

援
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、今
後
そ
の
効

果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
支
援
職
員
派
遣
事
業

の
追
加
補
正
で
は
、震
災
以
降
８
回
に
渡

り
計
14
名
の
職
員
を
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
意
見

を
十
分
尊
重
し
、今
後
と
も
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
て
効
果
的
な
予
算
の
執
行
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、本
委

員
会
の
議
案
審
査
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料

　

 　
　
　
　
　
２
６
６
０
万
円

・
子
ど
も
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
 

１
０
９
万
円

・
農
作
物
被
害
防
止
事
業
補
助
金
　

 

１
１
０
万
円

・
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
補

助
金
 

６
０
０
万
円

・
里
山
林
整
備
事
業
委
託
料
 １

３
０
万
円

・
道
の
駅
施
設
整
備
事
業
補
助
金
 

１
０
０
万
円

・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
報
酬
 

９
７
万
円

・
白
川
中
学
校
維
持
修
繕
工
事
 

２
４
０
万
円

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

・
国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
 ６

０
万
円

主
な
質
疑
　
　

問
　新
庁
舎
建
設
中
の
動
画
を
公
開

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、公
開
頻
度
と
媒

体
は
何
を
使
う
の
か
。ま
た
、工
事
現

場
の
壁
面
を
使
い
、情
報
発
信
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
　新
庁
舎
は
木
造
部
分
が
特
徴
的

な
建
物
で
あ
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
時
期
に
、そ
の
都
度
公
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
木
造
に
か
か
る
部
分
は
、９
月
か
ら

プ
レ
カ
ッ
ト
工
程
が
始
ま
り
、年
明
け

１
月
に
は
建
て
方
が
始
ま
る
予
定
の
た

め
、そ
う
い
っ
た
時
点
を
捉
え
て
情
報

を
発
信
し
た
い
。媒
体
に
つ
い
て
は
、

You-Tube

や
現
在
既
に
情
報
を
投

稿
し
て
い
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で

発
信
し
た
い
。

　
工
事
現
場
の
壁
面
に
つ
い
て
は
、活

用
を
検
討
中
で
あ
り
、今
後
、情
報
発

信
等
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　正
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

を
合
わ
せ
た
人
件
費
が
、大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　職
員
の
処
遇
改
善
は
必
要
で
あ
る

が
、人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　人
件
費
増
の
最
大
の
要
因
は
、給

与
改
定
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
な
ど
国
の
制
度
改
正
に
伴
う

も
の
で
、地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る

が
、正
職
員
以
外
の
雇
用
人
数
に
よ
る

人
件
費
抑
制
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。

　
対
策
と
し
て
、業
務
増
を
雇
用
増
で

対
応
す
る
の
で
は
な
く
、役
場
の
業
務

内
容
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
し
、業
務
の
削

減
、効
率
化
を
図
っ
た
う
え
で
、職
員
の

配
置
を
改
め
て
行
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
。ま
た
、会
計
年
度
任
用
職
員
の
部

署
間
の
や
り
く
り
も
必
要
で
あ
る
。

　
時
期
と
し
て
は
、新
庁
舎
へ
移
転
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
機
構
改
革
、行
政
改

革
を
併
せ
て
行
い
、細
部
に
渡
っ
て
見

直
し
を
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　里
山
林
整
備
事
業
に
つ
い
て
、獣

害
防
止
対
策
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
設
置

で
あ
る
が
、伐
採
後
の
木
材
等
の
整
理

に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　緩
衝
帯
の
役
目
が
し
っ
か
り
果
た

せ
る
よ
う
、き
れ
い
に
整
理
す
る
こ
と

を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

　
整
理
の
状
況
が
悪
い
と
、動
物
の
隠

れ
る
場
所
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、

次
の
整
備
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、施
工
業
者
に
は
し
っ

か
り
と
お
願
い
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、設
置
作
業
の
ル
ー
ル
作
り
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

※

質
疑
応
答
は
抜
粋
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

補
正
予
算
審
査
の
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　委
員
長
報
告
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問
　
過
去
の一般
質
問
で
も
議
論
し
て
い

る
が
、木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ

い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
、耐
震
補
強
工
事
に
か
か
る
費

用
に
つ
い
て
は
、か
な
り
の
高
額
と
な
り

工
事
の
実
施
に
躊
躇
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、「
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る

部
分
的
な
耐
震
改
修
」に
つ
い
て
、研
究

を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。
　

藤
井
総
務
課
長

答
　
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
を
受
け
る

に
は
、
耐
震
診
断
を
受
け
耐
震
性
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。
耐
震
診
断
は
無

料
で
あ
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
除
い

て
２
０
０
万
円
程
度
の
耐
震
補
強
工
事

を
し
た
場
合
、
国
・
県
・
町
合
わ
せ
て

最
大
で
１
２
０
万
円
の
補
助
が
あ
る

が
、
県
に
よ
る
と
工
事
費
は
平
均
で
も

３
５
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
古
い
住

宅
の
場
合
、
個
人
負
担
は
相
当
大
き
な

額
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
昭
和

56
年
以
降
に
増
改
築
し
て
い
る
と
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

　
耐
震
補
強
は
、
将
来
の
地
震
災
害
か

ら
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
必
要
か

つ
重
要
な
投
資
で
は
あ
る
が
、
特
に
高

齢
者
世
帯
で
は
、
後
継
者
が
い
な
い
建

物
の
改
修
に
必
要
性
を
感
じ
な
い
場
合

や
、
老
後
の
資
産
運
用
が
不
安
で
工
事

費
用
を
出
す
の
を
た
め
ら
う
場
合
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
補
助
額
の
引
き
上
げ
は
、
耐
震
化
促

進
に
有
効
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
町
単

独
上
乗
せ
補
助
は
、
財
源
的
に
厳
し

く
、
国
・
県
に
対
し
補
助
額
の
引
き
上

げ
を
要
望
し
て
行
く
。

　
耐
震
診
断
に
つ
い
て
町
内
全
戸
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
考
え

で
、
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
住
宅
耐

震
化
の
促
進
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
方

策
を
検
討
し
た
い
。

　
次
に
議
員
提
案
の
「
低
コ
ス
ト
工
法

に
よ
る
部
分
的
な
耐
震
改
修
」
に
つ
い

て
は
、
市
販
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

よ
り
も
良
い
方
法
だ
と
思
う
が
、
現
時

点
で
は
「
低
コ
ス
ト
耐
震
補
強
工
法
」

に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。
岐

阜
県
が
実
施
し
て
い
る
「
耐
震
改
修
施

工
業
者
向
け
講
習
会
」
は
、
低
コ
ス
ト

を
重
視
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
介
護
認
定
が
遅
れ
る
こ
と
は
望
ま

し
く
な
い
と
考
え
る
。介
護
認
定
制
度

は
、公
正
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
必
要
度
を

判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、再
認
定
を
す
る

仕
組
み
が
必
要
に
な
る
と
は
思
う
が
、

不
必
要
な
更
新
申
請（
認
定
）制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問
耐
震
住
宅
と
危
険
区
域
の

土
地
評
価
に
つ
い
て

問
介
護
認
定
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て

か
。
ま
た
人
員
は
充
足
し
て
い
る
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
令
和
６
年
度
の
調
査
員
は
13
名
で

あ
る
。
町
職
員
４
名
。
町
内
の
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
９
名
に
委
託
し
て
い

る
。
調
査
員
を
兼
ね
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
事
業
所
に
よ
っ
て
は
十
分
と

は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
全
調
査
の

内
、
約
６
割
強
が
町
、
４
割
弱
を
委
託

で
実
施
し
て
い
る
。

問
　
本
町
に
お
け
る
介
護
認
定
は
申
請

か
ら
ど
の
程
度
の
期
間
を
要
し
、
調
査

の
割
合
は
ど
の
よ
う
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
平
均
で
は
約
40
日
を
要
し
て
い

る
。
調
査
ま
で
平
均
８
．２
日
を
要
し

て
い
る
。
し
か
し
、
主
治
医
意
見
書
作

成
の
為
の
受
診
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

た
場
合
は
30
日
以
内
に
は
認
定
結
果
が

出
る
。
調
査
の
割
合
は
、
令
和
５
年
度

は
、
新
規
申
請
が
３
割
、
区
分
変
更
が

２
割
、
更
新
申
請
が
５
割
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
本
町
は
広
い
面
積
を
持
ち
、
介
護

認
定
が
遅
れ
る
と
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
迅
速
に
提
供
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
本
町
か
ら
も
国
へ
の
要
望
事
項

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
平
成
30
年
の
加
茂
地
域
の
調
査

で
、
美
濃
加
茂
市
・
坂
祝
町
・
川
辺
町

に
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
、
町
の
一
部
で
も
生
育
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
る
が
関
心
は
持
た
れ
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
岐
阜
県
や
環
境
省
で

も
情
報
提
供
を
さ
れ
て
お
り
、
町
も
引

き
続
き
啓
発
に
努
め
る
。

問
　
駆
除
し
た
も
の
は
燃
え
る
ゴ
ミ
に

出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
今
後
も
そ
の

方
針
か
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
今
後
も
そ
の
方
針
で
あ
る
。
根
こ

そ
ぎ
駆
除
し
、
そ
の
場
で
ご
み
袋
等
に

保
管
し
燃
え
る
ご
み
と
し
て
焼
却
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
自
己
所
有
で
駆
除
で
き
る
場
所
は

除
き
、町
有
地
や
空
き
地
等
を
任
意
で

駆
除
し
た
も
の
に
対
し
て
、ゴ
ミ
袋
の
現

物
支
給
等
の
考
え
は
な
い
か
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
現
物
支
給
や
代
金
の
支
給
は
考
え

て
い
な
い
。
自
治
会
運
営
交
付
金
や
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

問
　
森
林
環
境
税
等
を
活
用
し
て
、危

険
箇
所
を
専
門
事
業
者
に
依
頼
し
て
駆

除
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。町
内
の

危
険
箇
所
等
は
町
へ
申
請
式
で
駆
除
を

依
頼
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
近
隣
市
町
村
で
は
、
可
児
市
が
清

流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
を
活
用
し

て
、
駆
除
を
実
施
し
て
い
る
。
森
林
環

境
税
の
活
用
の
ほ
か
他
市
町
村
の
事
例

な
ど
も
含
め
調
査
・
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
住
民
一
人
一
人

が
関
心
を
も
っ
て
駆
除
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　２
０
２
４
年
に
向
け
て
、
介
護
申
請

が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
申

請
か
ら
30
日
以
内
に
認
定
結
果
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
介
護
認
定

調
査
員
（
以
下
調
査
員
）
の
不
足
や
調

査
の
長
時
間
化
に
よ
り
、
多
く
の
自
治

体
に
お
い
て
通
知
ま
で
約
40
日
を
要
し

て
い
る
。
更
新
中
に
有
効
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
う
と
様
々
な
影
響
が
あ
る
。
愛

知
県
市
長
会
は
、
必
要
を
要
し
な
い

「
更
新
申
請
の
廃
止
や
簡
素
化
」
を
国

へ
要
望
し
た
。
こ
れ
は
本
町
に
お
い
て

も
要
望
を
し
て
い
く
内
容
で
あ
る
と
考

え
質
問
す
る
。

問
　
町
の
調
査
員
の
状
況
は
ど
の
よ
う

　「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
は
平
成
18

年
に
「
特
定
外
来
生
物
」
と
認
定
さ

れ
、
栽
培
・
販
売
・
野
外
に
放
つ
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
北
米
原
産
で
５

〜
７
月
に
黄
色
の
花
を
つ
け
、
強
靭
で

景
観
を
一
変
さ
せ
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス

を
壊
す
。
住
民
に
と
っ
て
も
不
安
の
種

で
あ
る
た
め
駆
除
が
必
要
と
考
え
質
問

す
る
。

問
　
特
定
外
来
生
物
の
認
識
や
駆
除
方

法
な
ど
、町
か
ら
町
民
や
各
自
治
会
に

対
し
て
情
報
提
供
を
し
て
い
る
か
。

問
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て

うめだ

梅田みつよ 議員

【参考資料】　2024　４月の愛知県市長会　活動内容「田原市」
　介護保険制度における要介護認定の見直しについて西三河ブロック提出要介護認定の申請
件数は、岡崎市では「新規」が約３割、「区分変更」が約１割で、残りの約６割が「更新」
であり、今後2040年に向けて高齢者（認定者）の増加が進む中、「更新申請」もそれに比例
して増加が想定されることから、認定調査が今以上に困難になることが見込まれます。要介
護認定は、制度上、申請から30日以内に認定結果を通知しなければならないとされています
が、認定調査員の不足や高齢化、認定調査の長時間化などにより、多くの自治体において認
定結果の通知まで40日以上を要しています。また、更新申請中に現認定の有効期間を過ぎて
しまうと、申請者は、暫定サービスを利用していただくこととなりますが、想定していた要
介護状態区分よりも低い区分の認定が出ると、利用者負担額の一部又は全部が保険適用とな
らず、自己負担となる場合があるため、ケアマネジャーは利用者にその旨説明し、了承して
いただいたうえで、暫定ケアプランを作成する必要があります。よって、国におかれては、
介護保険制度における要介護認定の更新申請について、認定調査をケアマネジャーのモニタ
リングの際の調査とする、又は主治医の意見書のみによる審査とする、さらに認定有効期間
を廃止する等、更新申請（認定）の簡素化を要望します。

伊佐治優 議員
いさじ まさる

一般質問の様子
が、You-Tube
（動画配信サイト）
でご覧いただけ
ます。

３
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

オオキンケイギク
（出典：環境省ホームページ  https://www.env.go.jp）
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問
　
過
去
の一般
質
問
で
も
議
論
し
て
い

る
が
、木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ

い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
、耐
震
補
強
工
事
に
か
か
る
費

用
に
つ
い
て
は
、か
な
り
の
高
額
と
な
り

工
事
の
実
施
に
躊
躇
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、「
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る

部
分
的
な
耐
震
改
修
」に
つ
い
て
、研
究

を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。
　

藤
井
総
務
課
長

答
　
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
を
受
け
る

に
は
、
耐
震
診
断
を
受
け
耐
震
性
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。
耐
震
診
断
は
無

料
で
あ
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
除
い

て
２
０
０
万
円
程
度
の
耐
震
補
強
工
事

を
し
た
場
合
、
国
・
県
・
町
合
わ
せ
て

最
大
で
１
２
０
万
円
の
補
助
が
あ
る

が
、
県
に
よ
る
と
工
事
費
は
平
均
で
も

３
５
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
古
い
住

宅
の
場
合
、
個
人
負
担
は
相
当
大
き
な

額
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
昭
和

56
年
以
降
に
増
改
築
し
て
い
る
と
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

　
耐
震
補
強
は
、
将
来
の
地
震
災
害
か

ら
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
必
要
か

つ
重
要
な
投
資
で
は
あ
る
が
、
特
に
高

齢
者
世
帯
で
は
、
後
継
者
が
い
な
い
建

物
の
改
修
に
必
要
性
を
感
じ
な
い
場
合

や
、
老
後
の
資
産
運
用
が
不
安
で
工
事

費
用
を
出
す
の
を
た
め
ら
う
場
合
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
補
助
額
の
引
き
上
げ
は
、
耐
震
化
促

進
に
有
効
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
町
単

独
上
乗
せ
補
助
は
、
財
源
的
に
厳
し

く
、
国
・
県
に
対
し
補
助
額
の
引
き
上

げ
を
要
望
し
て
行
く
。

　
耐
震
診
断
に
つ
い
て
町
内
全
戸
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
考
え

で
、
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
住
宅
耐

震
化
の
促
進
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
方

策
を
検
討
し
た
い
。

　
次
に
議
員
提
案
の
「
低
コ
ス
ト
工
法

に
よ
る
部
分
的
な
耐
震
改
修
」
に
つ
い

て
は
、
市
販
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

よ
り
も
良
い
方
法
だ
と
思
う
が
、
現
時

点
で
は
「
低
コ
ス
ト
耐
震
補
強
工
法
」

に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。
岐

阜
県
が
実
施
し
て
い
る
「
耐
震
改
修
施

工
業
者
向
け
講
習
会
」
は
、
低
コ
ス
ト

を
重
視
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
介
護
認
定
が
遅
れ
る
こ
と
は
望
ま

し
く
な
い
と
考
え
る
。介
護
認
定
制
度

は
、公
正
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
必
要
度
を

判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、再
認
定
を
す
る

仕
組
み
が
必
要
に
な
る
と
は
思
う
が
、

不
必
要
な
更
新
申
請（
認
定
）制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問
耐
震
住
宅
と
危
険
区
域
の

土
地
評
価
に
つ
い
て

問
介
護
認
定
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て

か
。
ま
た
人
員
は
充
足
し
て
い
る
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
令
和
６
年
度
の
調
査
員
は
13
名
で

あ
る
。
町
職
員
４
名
。
町
内
の
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
９
名
に
委
託
し
て
い

る
。
調
査
員
を
兼
ね
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
事
業
所
に
よ
っ
て
は
十
分
と

は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
全
調
査
の

内
、
約
６
割
強
が
町
、
４
割
弱
を
委
託

で
実
施
し
て
い
る
。

問
　
本
町
に
お
け
る
介
護
認
定
は
申
請

か
ら
ど
の
程
度
の
期
間
を
要
し
、
調
査

の
割
合
は
ど
の
よ
う
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
平
均
で
は
約
40
日
を
要
し
て
い

る
。
調
査
ま
で
平
均
８
．２
日
を
要
し

て
い
る
。
し
か
し
、
主
治
医
意
見
書
作

成
の
為
の
受
診
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

た
場
合
は
30
日
以
内
に
は
認
定
結
果
が

出
る
。
調
査
の
割
合
は
、
令
和
５
年
度

は
、
新
規
申
請
が
３
割
、
区
分
変
更
が

２
割
、
更
新
申
請
が
５
割
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
本
町
は
広
い
面
積
を
持
ち
、
介
護

認
定
が
遅
れ
る
と
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
迅
速
に
提
供
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
本
町
か
ら
も
国
へ
の
要
望
事
項

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
平
成
30
年
の
加
茂
地
域
の
調
査

で
、
美
濃
加
茂
市
・
坂
祝
町
・
川
辺
町

に
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
、
町
の
一
部
で
も
生
育
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
る
が
関
心
は
持
た
れ
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
岐
阜
県
や
環
境
省
で

も
情
報
提
供
を
さ
れ
て
お
り
、
町
も
引

き
続
き
啓
発
に
努
め
る
。

問
　
駆
除
し
た
も
の
は
燃
え
る
ゴ
ミ
に

出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
今
後
も
そ
の

方
針
か
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
今
後
も
そ
の
方
針
で
あ
る
。
根
こ

そ
ぎ
駆
除
し
、
そ
の
場
で
ご
み
袋
等
に

保
管
し
燃
え
る
ご
み
と
し
て
焼
却
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
自
己
所
有
で
駆
除
で
き
る
場
所
は

除
き
、町
有
地
や
空
き
地
等
を
任
意
で

駆
除
し
た
も
の
に
対
し
て
、ゴ
ミ
袋
の
現

物
支
給
等
の
考
え
は
な
い
か
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
現
物
支
給
や
代
金
の
支
給
は
考
え

て
い
な
い
。
自
治
会
運
営
交
付
金
や
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

問
　
森
林
環
境
税
等
を
活
用
し
て
、危

険
箇
所
を
専
門
事
業
者
に
依
頼
し
て
駆

除
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。町
内
の

危
険
箇
所
等
は
町
へ
申
請
式
で
駆
除
を

依
頼
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

三
ツ
石
建
設
課
長

答
　
近
隣
市
町
村
で
は
、
可
児
市
が
清

流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
を
活
用
し

て
、
駆
除
を
実
施
し
て
い
る
。
森
林
環

境
税
の
活
用
の
ほ
か
他
市
町
村
の
事
例

な
ど
も
含
め
調
査
・
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
住
民
一
人
一
人

が
関
心
を
も
っ
て
駆
除
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　２
０
２
４
年
に
向
け
て
、
介
護
申
請

が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
申

請
か
ら
30
日
以
内
に
認
定
結
果
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
介
護
認
定

調
査
員
（
以
下
調
査
員
）
の
不
足
や
調

査
の
長
時
間
化
に
よ
り
、
多
く
の
自
治

体
に
お
い
て
通
知
ま
で
約
40
日
を
要
し

て
い
る
。
更
新
中
に
有
効
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
う
と
様
々
な
影
響
が
あ
る
。
愛

知
県
市
長
会
は
、
必
要
を
要
し
な
い

「
更
新
申
請
の
廃
止
や
簡
素
化
」
を
国

へ
要
望
し
た
。
こ
れ
は
本
町
に
お
い
て

も
要
望
を
し
て
い
く
内
容
で
あ
る
と
考

え
質
問
す
る
。

問
　
町
の
調
査
員
の
状
況
は
ど
の
よ
う

　「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
は
平
成
18

年
に
「
特
定
外
来
生
物
」
と
認
定
さ

れ
、
栽
培
・
販
売
・
野
外
に
放
つ
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
北
米
原
産
で
５

〜
７
月
に
黄
色
の
花
を
つ
け
、
強
靭
で

景
観
を
一
変
さ
せ
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス

を
壊
す
。
住
民
に
と
っ
て
も
不
安
の
種

で
あ
る
た
め
駆
除
が
必
要
と
考
え
質
問

す
る
。

問
　
特
定
外
来
生
物
の
認
識
や
駆
除
方

法
な
ど
、町
か
ら
町
民
や
各
自
治
会
に

対
し
て
情
報
提
供
を
し
て
い
る
か
。

問
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て

うめだ

梅田みつよ 議員
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しまうと、申請者は、暫定サービスを利用していただくこととなりますが、想定していた要
介護状態区分よりも低い区分の認定が出ると、利用者負担額の一部又は全部が保険適用とな
らず、自己負担となる場合があるため、ケアマネジャーは利用者にその旨説明し、了承して
いただいたうえで、暫定ケアプランを作成する必要があります。よって、国におかれては、
介護保険制度における要介護認定の更新申請について、認定調査をケアマネジャーのモニタ
リングの際の調査とする、又は主治医の意見書のみによる審査とする、さらに認定有効期間
を廃止する等、更新申請（認定）の簡素化を要望します。

伊佐治優 議員
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が、You-Tube
（動画配信サイト）
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人
の
議
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般
質
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ま
で
同
様
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
今
後
の
予
定
で
は
、令
和
９
年
度

に
な
る
と
白
川
北
地
区
と
蘇
原
地
区
に

は
学
校
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、本
来

学
校
が
地
域
に
対
し
て
担
う
べ
き
役
割

が
機
能
し
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
や
、

推
進
員
の
意
欲
低
下
に
つ
な
が
る
よ
う

な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
令
和
２
年
度
、
白
川
小
と
白
川
北

小
の
統
合
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
し
い

白
川
小
学
校
は
、
白
川
地
区
と
白
川
北

地
区
の
学
校
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
学

校
が
関
わ
る
地
域
の
公
民
館
ま
つ
り
を

例
に
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
学
校
に
依
頼

し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
襲
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
が
工
夫
し
新
た
な
取

り
組
み
を
考
え
る
こ
と
で
、
返
っ
て
地

域
力
を
高
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
学
校
が
持
つ
役
割
は
、
新
し
い
学

校
が
地
域
か
ら
離
れ
て
も
失
う
こ
と
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
が

遠
く
に
な
っ
て
も
推
進
員
の
意
欲
や
責

任
感
は
学
校
ま
で
の
距
離
の
問
題
で
は

な
く
、
新
し
い
学
校
と
ど
ん
な
関
わ
り

が
あ
る
か
、
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い

く
か
を
考
え
、
そ
れ
を
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

ら
、
県
内
で
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い

も
よ
う
。

　
高
知
県
の
あ
る
自
治
体
で
は
、
低
コ

ス
ト
工
法
の
講
習
会
を
実
施
し
、
大
工

さ
ん
に
耐
震
改
修
の
技
術
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
る
。

自
己
負
担
が
少
な
く
取
り
組
み
や
す
く

町
の
工
務
店
と
連
携
し
て
推
進
す
る
こ

と
で
耐
震
化
率
も
伸
び
て
い
る
ら
し

い
。
推
進
体
制
の
構
築
は
、
一
朝
一
夕

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
成
功
事

例
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

問
　
危
険
区
域
の
土
地
評
価
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
長
尾
町
民
課
長

答
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
は
、
最
新
で
は

令
和
５
年
３
月
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

更
新
さ
れ
、
昨
年
度
各
家
庭
に
も
配
布

さ
れ
た
。
白
川
町
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
洪
水
に
関
す

る
情
報
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

マ
ッ
プ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
自

治
会
毎
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
警
戒
区
域
の
う
ち
、
特
別
警
戒

区
域
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
は
、
居
室
を
有

す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
建
築
確
認
や

構
造
規
制
が
適
用
さ
れ
、
建
築
の
際
、

土
砂
災
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
の

構
造
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
あ
る
。
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
は

こ
の
よ
う
な
規
制
は
無
い
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
宅
地
に
は
利
用
に

つ
い
て
制
限
等
が
あ
り
、
一
定
の
減
価

が
生
ず
る
と
さ
れ
、
固
定
資
産
税
評
価

基
準
の
中
で
も
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
内
の
宅
地
を
、
評
価
額
を
減
価
補

正
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
白
川
町

で
は
30
％
の
減
価
補
正
を
適
用
し
て
い

る
。

　
対
し
て
、
河
川
の
氾
濫
区
域
を
表
す

Ｌ
１
区
域
を
水
害
危
険
情
報
図
（
計
画

規
模
）
、
Ｌ
２
区
域
を
水
害
危
険
情
報

図
（
想
定
最
大
規
模
）
と
し
て
、
洪

水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、
想
定
最
大
規
模
の
情
報
図
を
載
せ

て
あ
り
、
ピ
ン
ク
色
と
薄
ピ
ン
ク
色
等

で
対
象
地
を
表
し
て
い
る
が
、
河
川
の

氾
濫
想
定
区
域
で
あ
る
土
地
に
対
し
て

は
、
特
段
の
法
規
制
が
な
く
、
固
定
資

産
税
評
価
基
準
に
、
そ
の
よ
う
な
定
め

も
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
土
地
の
固
定

資
産
税
評
価
額
の
減
価
は
考
え
て
い
な

い
。

　
尚
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
適
切
な
防
災
対

策
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
県
が
指

定
解
除
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が

確
認
で
き
た
時
点
で
、
土
地
の
減
額
評

価
を
戻
す
こ
と
に
な
る
。

　
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
と
は
、

幅
広
い
住
民
の
参
画
を
得
て
地
域
全
体

で
子
ど
も
達
の
学
び
や
成
長
を
支
え

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
地
域
と
学
校
が
相
互
に
連

携
・
協
働
し
て
行
う
様
々
な
活
動
で
あ

り
、
そ
れ
を
通
し
て
子
ど
も
達
の
郷
土

愛
の
育
成
や
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
づ
く
り
に

も
波
及
し
て
い
く
大
切
な
活
動
で
あ

る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
こ
の
活

動
を
活
発
に
展
開
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

問
　
地
域
と
学
校
の
橋
渡
し
役
と
し
て

の「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」に

は
、ど
の
よ
う
な
立
場
の
方
を
委
嘱
し
て

い
る
の
か
。ま
た
町
内
各
地
区
に
お
け
る

活
動
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

問
地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ
い
て

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
学
校
や
地
域
の
活
動
に
関
わ
り
の

あ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
社
会
教
育
委

員
は
ど
の
地
域
で
も
全
員
委
嘱
し
て
い

る
。
活
動
状
況
は
地
域
性
や
文
化
な
ど

に
違
い
が
あ
り
様
々
で
あ
る
が
、
包
括

的
に
は
す
べ
て
の
学
校
に
お
け
る
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
の
支
援
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
す
べ
て
の
小

学
校
区
で
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。
活
動
の
先
駆
け
で
あ

る
黒
川
地
区
で
は
、
中
学
生
の
「
職
場

体
験
」
や
小
学
生
の
「
ま
ち
探
検
」
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
地
域
行
事
の
共
催

な
ど
様
々
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い

る
。

問
　
地
域
学
校
協
働
活
動
を
今
後
さ
ら

に
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、何
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
か
。

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
活
動
の
啓
発
と
共
に
、
関
わ
る
人

材
の
発
掘
と
持
続
可
能
な
組
織
体
制
の

構
築
を
基
に
、
活
動
を
通
し
て
「
人
と

人
と
が
つ
な
が
り
、
子
ど
も
も
大
人
も

生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
自

覚
す
る
こ
と
」
と
考
え
る
。
何
の
た
め

に
、
何
を
目
指
し
て
い
る
地
域
学
校
協

働
活
動
な
の
か
を
共
通
認
識
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
基
盤
と
し
た
ウ
工
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
に
資
す
る
地
域
学
校
協
働
活

動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
　
学
校
統
合
に
よ
り
将
来
学
校
が
無

く
な
る
地
域
が
あ
る
が「
学
校
は
地
域

の
核
」と
捉
え
る
と
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、同
時
に「
地
域

学
校
協
働
活
動
」に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、ど
の
よ
う
な
認
識

を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
学
校
統
合
を
す
る
場
合
に
は
、
両

校
の
歴
史
や
文
化
を
引
き
継
い
だ
新
し

い
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
そ
れ
に
伴

い
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
「
学
校
は
地

域
の
核
」
と
い
う
存
在
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。
統
合
し
た
新
し
い

学
校
が
我
ら
の
学
校
、
地
域
の
学
校
と

い
う
理
解
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

さんと かつのり

三戸勝徳 議員

まち探検の様子

　７月１１日、毎月開催する議会議員協議会に合わせ、地域公共交通の一日乗車体験を行いました。
　地域公共交通がスタートして５年が経過しました。「高校生の通学支援」「運転免許を持たない方の通
勤、通院、買い物など日常生活の移動手段の確保」この２つが、大きな目標となっていますが、今回の乗
車体験は、「運転免許を持たない方の通勤、通院、買い物など日常生活の移動手段の確保」この仕組みが
できているのか、実体験することを目的に行いました。
　この日は、議員全員が地域公共交通にて登庁しました。オンデマンドバスにて直接役場へ登庁する議員
や、オンデマンドバスから基幹バスに乗り継ぎする議員もあり様々でしたが、町内それぞれの地域より、
全員が会議に遅れることなく到着しました。
　会議終了後、昼食をとるため、議員９名と職員２名で、役場前から基幹バスに乗り「道の駅美濃白川ピ
アチェーレ」へ移動しました。地域の方々も乗り合わせる中、車内での会話も弾み、快適なバスの移動が
できました。昼食後は、待ち時間を利用して買い物をするなど、自由な時間を過ごし、それぞれ予約した
ルートで帰宅しました。
　一日乗車体験を通じて、ドアtoドアのありがたさや、400円という便利でお得な一日乗車券。予約オペ
レーターや運転手の親切な対応など、実際の乗車により実感できることが多くありました。
　この５年間を通して、改善点はあるものの、運転免許を持たない方々にとっても利便性の高い地域公共
交通に成長していることを確認しました。
　普段マイカーで移動している皆様も、是非、地域公共交通に乗っていただき、実感してください。ご意
見をお待ちしています。

議員が地域公共交通システム
「おでかけしらかわ・ひがししらかわ」の一日乗車体験を行いました。
議員が地域公共交通システム
「おでかけしらかわ・ひがししらかわ」の一日乗車体験を行いました。
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ま
で
同
様
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
今
後
の
予
定
で
は
、令
和
９
年
度

に
な
る
と
白
川
北
地
区
と
蘇
原
地
区
に

は
学
校
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、本
来

学
校
が
地
域
に
対
し
て
担
う
べ
き
役
割

が
機
能
し
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
や
、

推
進
員
の
意
欲
低
下
に
つ
な
が
る
よ
う

な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
令
和
２
年
度
、
白
川
小
と
白
川
北

小
の
統
合
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
し
い

白
川
小
学
校
は
、
白
川
地
区
と
白
川
北

地
区
の
学
校
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
学

校
が
関
わ
る
地
域
の
公
民
館
ま
つ
り
を

例
に
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
学
校
に
依
頼

し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
襲
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
が
工
夫
し
新
た
な
取

り
組
み
を
考
え
る
こ
と
で
、
返
っ
て
地

域
力
を
高
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
学
校
が
持
つ
役
割
は
、
新
し
い
学

校
が
地
域
か
ら
離
れ
て
も
失
う
こ
と
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
が

遠
く
に
な
っ
て
も
推
進
員
の
意
欲
や
責

任
感
は
学
校
ま
で
の
距
離
の
問
題
で
は

な
く
、
新
し
い
学
校
と
ど
ん
な
関
わ
り

が
あ
る
か
、
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い

く
か
を
考
え
、
そ
れ
を
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

ら
、
県
内
で
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い

も
よ
う
。

　
高
知
県
の
あ
る
自
治
体
で
は
、
低
コ

ス
ト
工
法
の
講
習
会
を
実
施
し
、
大
工

さ
ん
に
耐
震
改
修
の
技
術
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
る
。

自
己
負
担
が
少
な
く
取
り
組
み
や
す
く

町
の
工
務
店
と
連
携
し
て
推
進
す
る
こ

と
で
耐
震
化
率
も
伸
び
て
い
る
ら
し

い
。
推
進
体
制
の
構
築
は
、
一
朝
一
夕

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
成
功
事

例
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

問
　
危
険
区
域
の
土
地
評
価
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
長
尾
町
民
課
長

答
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
は
、
最
新
で
は

令
和
５
年
３
月
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

更
新
さ
れ
、
昨
年
度
各
家
庭
に
も
配
布

さ
れ
た
。
白
川
町
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
洪
水
に
関
す

る
情
報
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

マ
ッ
プ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
自

治
会
毎
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
警
戒
区
域
の
う
ち
、
特
別
警
戒

区
域
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
は
、
居
室
を
有

す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
建
築
確
認
や

構
造
規
制
が
適
用
さ
れ
、
建
築
の
際
、

土
砂
災
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
の

構
造
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
あ
る
。
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
は

こ
の
よ
う
な
規
制
は
無
い
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
宅
地
に
は
利
用
に

つ
い
て
制
限
等
が
あ
り
、
一
定
の
減
価

が
生
ず
る
と
さ
れ
、
固
定
資
産
税
評
価

基
準
の
中
で
も
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
内
の
宅
地
を
、
評
価
額
を
減
価
補

正
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
白
川
町

で
は
30
％
の
減
価
補
正
を
適
用
し
て
い

る
。

　
対
し
て
、
河
川
の
氾
濫
区
域
を
表
す

Ｌ
１
区
域
を
水
害
危
険
情
報
図
（
計
画

規
模
）
、
Ｌ
２
区
域
を
水
害
危
険
情
報

図
（
想
定
最
大
規
模
）
と
し
て
、
洪

水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、
想
定
最
大
規
模
の
情
報
図
を
載
せ

て
あ
り
、
ピ
ン
ク
色
と
薄
ピ
ン
ク
色
等

で
対
象
地
を
表
し
て
い
る
が
、
河
川
の

氾
濫
想
定
区
域
で
あ
る
土
地
に
対
し
て

は
、
特
段
の
法
規
制
が
な
く
、
固
定
資

産
税
評
価
基
準
に
、
そ
の
よ
う
な
定
め

も
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
土
地
の
固
定

資
産
税
評
価
額
の
減
価
は
考
え
て
い
な

い
。

　
尚
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
適
切
な
防
災
対

策
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
県
が
指

定
解
除
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が

確
認
で
き
た
時
点
で
、
土
地
の
減
額
評

価
を
戻
す
こ
と
に
な
る
。

　
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
と
は
、

幅
広
い
住
民
の
参
画
を
得
て
地
域
全
体

で
子
ど
も
達
の
学
び
や
成
長
を
支
え

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
地
域
と
学
校
が
相
互
に
連

携
・
協
働
し
て
行
う
様
々
な
活
動
で
あ

り
、
そ
れ
を
通
し
て
子
ど
も
達
の
郷
土

愛
の
育
成
や
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
づ
く
り
に

も
波
及
し
て
い
く
大
切
な
活
動
で
あ

る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
こ
の
活

動
を
活
発
に
展
開
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

問
　
地
域
と
学
校
の
橋
渡
し
役
と
し
て

の「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」に

は
、ど
の
よ
う
な
立
場
の
方
を
委
嘱
し
て

い
る
の
か
。ま
た
町
内
各
地
区
に
お
け
る

活
動
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

問
地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ
い
て

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
学
校
や
地
域
の
活
動
に
関
わ
り
の

あ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
社
会
教
育
委

員
は
ど
の
地
域
で
も
全
員
委
嘱
し
て
い

る
。
活
動
状
況
は
地
域
性
や
文
化
な
ど

に
違
い
が
あ
り
様
々
で
あ
る
が
、
包
括

的
に
は
す
べ
て
の
学
校
に
お
け
る
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
の
支
援
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
す
べ
て
の
小

学
校
区
で
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。
活
動
の
先
駆
け
で
あ

る
黒
川
地
区
で
は
、
中
学
生
の
「
職
場

体
験
」
や
小
学
生
の
「
ま
ち
探
検
」
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
地
域
行
事
の
共
催

な
ど
様
々
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い

る
。

問
　
地
域
学
校
協
働
活
動
を
今
後
さ
ら

に
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、何
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
か
。

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
活
動
の
啓
発
と
共
に
、
関
わ
る
人

材
の
発
掘
と
持
続
可
能
な
組
織
体
制
の

構
築
を
基
に
、
活
動
を
通
し
て
「
人
と

人
と
が
つ
な
が
り
、
子
ど
も
も
大
人
も

生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
自

覚
す
る
こ
と
」
と
考
え
る
。
何
の
た
め

に
、
何
を
目
指
し
て
い
る
地
域
学
校
協

働
活
動
な
の
か
を
共
通
認
識
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
基
盤
と
し
た
ウ
工
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
に
資
す
る
地
域
学
校
協
働
活

動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
　
学
校
統
合
に
よ
り
将
来
学
校
が
無

く
な
る
地
域
が
あ
る
が「
学
校
は
地
域

の
核
」と
捉
え
る
と
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、同
時
に「
地
域

学
校
協
働
活
動
」に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、ど
の
よ
う
な
認
識

を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
鈴
村
教
育
長

答
　
学
校
統
合
を
す
る
場
合
に
は
、
両

校
の
歴
史
や
文
化
を
引
き
継
い
だ
新
し

い
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
そ
れ
に
伴

い
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
「
学
校
は
地

域
の
核
」
と
い
う
存
在
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。
統
合
し
た
新
し
い

学
校
が
我
ら
の
学
校
、
地
域
の
学
校
と

い
う
理
解
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

さんと かつのり

三戸勝徳 議員

まち探検の様子

　７月１１日、毎月開催する議会議員協議会に合わせ、地域公共交通の一日乗車体験を行いました。
　地域公共交通がスタートして５年が経過しました。「高校生の通学支援」「運転免許を持たない方の通
勤、通院、買い物など日常生活の移動手段の確保」この２つが、大きな目標となっていますが、今回の乗
車体験は、「運転免許を持たない方の通勤、通院、買い物など日常生活の移動手段の確保」この仕組みが
できているのか、実体験することを目的に行いました。
　この日は、議員全員が地域公共交通にて登庁しました。オンデマンドバスにて直接役場へ登庁する議員
や、オンデマンドバスから基幹バスに乗り継ぎする議員もあり様々でしたが、町内それぞれの地域より、
全員が会議に遅れることなく到着しました。
　会議終了後、昼食をとるため、議員９名と職員２名で、役場前から基幹バスに乗り「道の駅美濃白川ピ
アチェーレ」へ移動しました。地域の方々も乗り合わせる中、車内での会話も弾み、快適なバスの移動が
できました。昼食後は、待ち時間を利用して買い物をするなど、自由な時間を過ごし、それぞれ予約した
ルートで帰宅しました。
　一日乗車体験を通じて、ドアtoドアのありがたさや、400円という便利でお得な一日乗車券。予約オペ
レーターや運転手の親切な対応など、実際の乗車により実感できることが多くありました。
　この５年間を通して、改善点はあるものの、運転免許を持たない方々にとっても利便性の高い地域公共
交通に成長していることを確認しました。
　普段マイカーで移動している皆様も、是非、地域公共交通に乗っていただき、実感してください。ご意
見をお待ちしています。

議員が地域公共交通システム
「おでかけしらかわ・ひがししらかわ」の一日乗車体験を行いました。
議員が地域公共交通システム
「おでかけしらかわ・ひがししらかわ」の一日乗車体験を行いました。
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議会基本条例の達成状況を検証しました。
　白川町議会基本条例は、町民福祉の向上及び町政発展のため、町民の負託に応えられる議会づ
くりに全力で取り組むことを決意し、令和４年６月定例会において全部改正しました。
　本条例の第１９条では、「この条例の目的が達成されているかどうかを検証し、必要に応じて見直
しを行う」と規定されています。このため、総務常任委員会を中心に、令和５年度における条例の達
成状況について、検証作業に取り組み、その結果を取りまとめましたのでお知らせいたします。

議会基本条例は、町民の意見や社会情勢の変化を勘案し、この条例の目的が達
成されているかどうかを検証していくことが、議会活動の質の向上にとってと
ても重要です。そのためにも、この検証の取り組みを継続していきます。
すべての条項に係る検証結果・今後の対応は、白川町議会ホームページに掲載
していますのでご覧ください。

白川町議会
基本条例　

第２条
（３）

条　　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応

（議会の活動原則）
町民の多様な意見要望の把握に
努め、これを町政に反映させる
ための議会運営を行うこと。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

町内下記団体と懇談会を開催し、意
見交換を行いました。
　・（一社）白川町シルバー人材センター
　・白川町森林組合
　・東濃ヒノキ白川市場（協）
　・東濃ひのき製品流通（協）
　・東濃ひのきと白川の家建築（協）
　・白川町消防団

今後も意見交換を積極的
に行うよう努めていきま
す。

【主な検証結果・今後の対応】

第２条
（４）

条　　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応

（議会の活動原則）
議会が言論の府であることを十
分に認識し、意思決定に当たっ
ては、議員間の自由かっ達な討
議を重んじ、論点及び争点を明
らかにすること。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

委員会活動は活発になっており、議
員間討議についても積極的に行いま
した。

議員間討議を行う議会
運 営 に 努 め て い き ま
す。重要案件において
は、委員会にて審査す
る よ う 努 め て い き ま
す。

第８条
（２）

（町民と議会との関係）
議会は、町民との意見交換の場
を設け、ｗｅｂアンケートを含
む多様な形態の広聴活動を実施
し、町民の意見の把握及び反映
に努めるものとする。

第 4 章
町民と
議会との
関係

今期、ｗｅｂアンケートは行ってい
ませんが、町内各種団体と懇談会を
開催し、意見交換を行いました。

町民との意見交換会を
含め、ｗｅｂアンケート
など必要に応じ、積極
的に広聴活動を行うよ
う努めていきます。

第3条 （議員研修の充実及び強化）
議会は、専門知識を取り入れた
研修を積極的に行うことによ
り、議員の資質、政策形成能力
及び立案能力の向上に努めるも
のとする。

下記項目含めて、16の研修や視察を
行いました。
  ・政治倫理に関するオンライン研修  
  ・小中一貫的教育に関する視察
  ・全国過疎問題シンポジュウム参加
  ・市町村議会議員特別セミナー参加
  ・域学連携の拠点づくり事業に関
     する視察　　　　　　   など

今後も目的に沿った研
修 や 視 察 を 行 う こ と
で、議員の資質、政策
形成能力及び立案能力
の向上に努めていきま
す。

第4条
（１）

（委員会の活動原則）
議案等の審議及び審査並びに所
管事務の調査の充実を図ること
により、委員会の設置目的が十
分に発揮されるよう努めるこ
と。

本年第１回定例会において、学校統
合校舎建設特別委員会を新たに設置
し、目的に沿った運営を行いまし
た。
また、総務常任委員会の活動は活発
に行っており、議案等の審査及び審
議については、全員協議会で行いま
した。

委員会の設置目的が十
分発揮される委員会運
営に努めていきます。

第15条
（１）

（議会改革の推進）
議会は、社会状況の変化に適応
するため、議会改革の推進に努
めるものとする。

第 8 章
議会改革
の推進

議会改革にあたり、令和４年に議会
基本条例を制定しました。更に、政
治倫理条例の制定について、執行部
と連携し、令和６年度中の制定を目
指しています。

社会状況の変化に適応
するため、これからも
議会改革の推進を進め
ていきます。

第15条
（３）

（議会改革の推進）
議会は、ＩＣＴ（デジタル社会形
成基本法）第２条に規定する情
報通信技術をいう。）を積極的
に活用するものとする。

令和４年１月よりタブレットを導入
し、ICTの活用に努めています。現
在、特に議会関係資料のペーパーレ
ス化を積極的に進めています。

今後もさらに活用でき
るように、議会での勉
強会を行なっていきま
す。

白川町消防団幹部との懇談会を実施
　５月２７日、総務常任委員会協議会を開催し、白川町消防団幹部との懇談
会を行いました。この懇談会は、消防団の現状について、課題やニーズを把
握する目的に開催され、消防団幹部１３名が参加しました。
　消防団幹部からは、「人口減少の中、団員の確保に苦慮しているが、各委
員会を立ち上げ、シン・操法など少数でも消火活動ができるよう改革に取り
組んでいる。町民の安心安全のために寄与していきたい」、一方議員から
は、「消防団の一生懸命な思いが伝わってきた。我々も協力は惜しまず後押
しする。積極的に相談して欲しい」など、活発な意見交換が行われ貴重な時
間となりました。
　今後も、町内各種団体との懇談会を積極的に行っていく予定です。

庁舎建設特別委員会を開催
　６月２８日、庁舎建設特別委員会を開催し、５月に着工した新庁舎建設の
基礎工事の様子を視察しました。当日は、悪天候の中でしたが、松井建設

（株）の工事担当者より詳細な説明を受け、工事が順調に進んでいることを
確認しました。今後も、工事のステップに応じて視察を行っていきます。

高知県南国市議会が行政視察に訪れました
　５月１４日、南国市議会教育民生常任委員会委員６名と事務局２名が訪
れ、白川町の「有機野菜と有機の給食の取り組み」について視察しました。
田口副議長の歓迎あいさつの後、NPO法人ゆうきハートネット会員 長谷川
泰幸氏を講師に「岐阜県白川町のサステナブルな学校給食」と題し講演が
行われました。令和５年３月に「オーガニックビレッジ宣言」をした白川町。そ
の経緯なども加えながら、試行錯誤の中、学校給食に有機食材を導入して
いく取り組みを説明しました。市議会の皆さんと講師との活発なやり取りが
印象的でした。
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議会基本条例の達成状況を検証しました。
　白川町議会基本条例は、町民福祉の向上及び町政発展のため、町民の負託に応えられる議会づ
くりに全力で取り組むことを決意し、令和４年６月定例会において全部改正しました。
　本条例の第１９条では、「この条例の目的が達成されているかどうかを検証し、必要に応じて見直
しを行う」と規定されています。このため、総務常任委員会を中心に、令和５年度における条例の達
成状況について、検証作業に取り組み、その結果を取りまとめましたのでお知らせいたします。

議会基本条例は、町民の意見や社会情勢の変化を勘案し、この条例の目的が達
成されているかどうかを検証していくことが、議会活動の質の向上にとってと
ても重要です。そのためにも、この検証の取り組みを継続していきます。
すべての条項に係る検証結果・今後の対応は、白川町議会ホームページに掲載
していますのでご覧ください。

白川町議会
基本条例　

第２条
（３）

条　　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応

（議会の活動原則）
町民の多様な意見要望の把握に
努め、これを町政に反映させる
ための議会運営を行うこと。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

町内下記団体と懇談会を開催し、意
見交換を行いました。
　・（一社）白川町シルバー人材センター
　・白川町森林組合
　・東濃ヒノキ白川市場（協）
　・東濃ひのき製品流通（協）
　・東濃ひのきと白川の家建築（協）
　・白川町消防団

今後も意見交換を積極的
に行うよう努めていきま
す。

【主な検証結果・今後の対応】

第２条
（４）

条　　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応

（議会の活動原則）
議会が言論の府であることを十
分に認識し、意思決定に当たっ
ては、議員間の自由かっ達な討
議を重んじ、論点及び争点を明
らかにすること。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

委員会活動は活発になっており、議
員間討議についても積極的に行いま
した。

議員間討議を行う議会
運 営 に 努 め て い き ま
す。重要案件において
は、委員会にて審査す
る よ う 努 め て い き ま
す。

第８条
（２）

（町民と議会との関係）
議会は、町民との意見交換の場
を設け、ｗｅｂアンケートを含
む多様な形態の広聴活動を実施
し、町民の意見の把握及び反映
に努めるものとする。

第 4 章
町民と
議会との
関係

今期、ｗｅｂアンケートは行ってい
ませんが、町内各種団体と懇談会を
開催し、意見交換を行いました。

町民との意見交換会を
含め、ｗｅｂアンケート
など必要に応じ、積極
的に広聴活動を行うよ
う努めていきます。

第3条 （議員研修の充実及び強化）
議会は、専門知識を取り入れた
研修を積極的に行うことによ
り、議員の資質、政策形成能力
及び立案能力の向上に努めるも
のとする。

下記項目含めて、16の研修や視察を
行いました。
  ・政治倫理に関するオンライン研修  
  ・小中一貫的教育に関する視察
  ・全国過疎問題シンポジュウム参加
  ・市町村議会議員特別セミナー参加
  ・域学連携の拠点づくり事業に関
     する視察　　　　　　   など

今後も目的に沿った研
修 や 視 察 を 行 う こ と
で、議員の資質、政策
形成能力及び立案能力
の向上に努めていきま
す。

第4条
（１）

（委員会の活動原則）
議案等の審議及び審査並びに所
管事務の調査の充実を図ること
により、委員会の設置目的が十
分に発揮されるよう努めるこ
と。

本年第１回定例会において、学校統
合校舎建設特別委員会を新たに設置
し、目的に沿った運営を行いまし
た。
また、総務常任委員会の活動は活発
に行っており、議案等の審査及び審
議については、全員協議会で行いま
した。

委員会の設置目的が十
分発揮される委員会運
営に努めていきます。

第15条
（１）

（議会改革の推進）
議会は、社会状況の変化に適応
するため、議会改革の推進に努
めるものとする。

第 8 章
議会改革
の推進

議会改革にあたり、令和４年に議会
基本条例を制定しました。更に、政
治倫理条例の制定について、執行部
と連携し、令和６年度中の制定を目
指しています。

社会状況の変化に適応
するため、これからも
議会改革の推進を進め
ていきます。

第15条
（３）

（議会改革の推進）
議会は、ＩＣＴ（デジタル社会形
成基本法）第２条に規定する情
報通信技術をいう。）を積極的
に活用するものとする。

令和４年１月よりタブレットを導入
し、ICTの活用に努めています。現
在、特に議会関係資料のペーパーレ
ス化を積極的に進めています。

今後もさらに活用でき
るように、議会での勉
強会を行なっていきま
す。

白川町消防団幹部との懇談会を実施
　５月２７日、総務常任委員会協議会を開催し、白川町消防団幹部との懇談
会を行いました。この懇談会は、消防団の現状について、課題やニーズを把
握する目的に開催され、消防団幹部１３名が参加しました。
　消防団幹部からは、「人口減少の中、団員の確保に苦慮しているが、各委
員会を立ち上げ、シン・操法など少数でも消火活動ができるよう改革に取り
組んでいる。町民の安心安全のために寄与していきたい」、一方議員から
は、「消防団の一生懸命な思いが伝わってきた。我々も協力は惜しまず後押
しする。積極的に相談して欲しい」など、活発な意見交換が行われ貴重な時
間となりました。
　今後も、町内各種団体との懇談会を積極的に行っていく予定です。

庁舎建設特別委員会を開催
　６月２８日、庁舎建設特別委員会を開催し、５月に着工した新庁舎建設の
基礎工事の様子を視察しました。当日は、悪天候の中でしたが、松井建設

（株）の工事担当者より詳細な説明を受け、工事が順調に進んでいることを
確認しました。今後も、工事のステップに応じて視察を行っていきます。

高知県南国市議会が行政視察に訪れました
　５月１４日、南国市議会教育民生常任委員会委員６名と事務局２名が訪
れ、白川町の「有機野菜と有機の給食の取り組み」について視察しました。
田口副議長の歓迎あいさつの後、NPO法人ゆうきハートネット会員 長谷川
泰幸氏を講師に「岐阜県白川町のサステナブルな学校給食」と題し講演が
行われました。令和５年３月に「オーガニックビレッジ宣言」をした白川町。そ
の経緯なども加えながら、試行錯誤の中、学校給食に有機食材を導入して
いく取り組みを説明しました。市議会の皆さんと講師との活発なやり取りが
印象的でした。
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梅
雨
が
明
け
て
、夏
本
番
と
な
り
ま
し

た
。

　
さ
て
、令
和
６
年
７
月
７
日
の
東
京
都
知

事
選
挙
は
、メ
デ
ィ
ア
で
皆
様
も
目
に
す
る

機
会
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。現
職
と
新

人
合
わ
せ
て
５６
人
が
立
候
補
し
、都
内
で
は

激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ

で
、石
丸
伸
二
さ
ん
の
掲
げ
た
政
策
を
例
に

あ
げ
て
、政
治
の
改
善
の
方
法
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。石
丸
さ
ん
の
公
約
は「
政
治

再
建
」「
都
市
開
発
」「
産
業
創
出
」の
３
つ
の

柱
で
し
た
。生
徒
会
長
に
１
０
０
万
円
と
い

う
の
も
話
題
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、投
票
以
外
で
も
政
治
に
影
響
を

与
え
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま

す
。　①

政
治
家
に
意
見
を
伝
え
る

　
②
政
治
家
が
利
用
す
る
S
N
S
を
活
用

　
　
す
る

　
③
署
名
に
参
加
す
る

　
④
活
動
に
参
加
す
る

　
⑤
政
治
家
に
な
る

　
５
つ
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、実
は

A
I
を
使
っ
た
C
h
a
t‐G
Ｐ
T
と
い
う

機
能
を
利
用
し
導
き
出
さ
れ
た
答
え
で
す
。

こ
の
よ
う
に
A
I
ロ
ボ
ッ
ト
の
進
化
も
目
覚

ま
し
い
で
す
ね
。⑤
は
、自
分
自
身
が
政
治

家
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。街
を
良
く

す
る
た
め
の
活
動
は
自
分
で
ス
タ
ー
ト
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。知
事
選
に
挑
戦
し
た

５６
人
の
よ
う
に「
政
治
の
原
動
力
は
皆
様
一

人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
を
お

伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
結
び
に
、暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、ご

自
愛
い
た
だ
き
、熱
中
症
に
充
分
お
気
を
つ

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
み
つ
よ

　　　　
22 日　天皇皇后両陛下岐阜県奉迎委員会
　　　　設立総会
23 日　野原消防詰所竣工式
25 日　新庁舎建設工事竣工式
　　　　白川町議員OＢ会総会
27 日　黒川分村遺族会慰霊祭
29 日　美濃白川茶豊作祈願祭
30 日　学校統合校舎建設特別委員会

 ９ 日　美濃白川茶一番茶第１回共販会
10 日　中農法人会加茂東部支部通常総代会
　　　　蘇原地区福祉会総会
13 日　議会議員協議会
14 日　高知県南国市行政視察来町
15 日　可茂町村議会議長会
16 日　白川町商工会通常総代会
20 日　白川町観光協会通常総会
21 日～ 22 日
　　　　全国町村議会議長・副議長研修会
21 日　可茂食品衛生協会白川町支部定期総会
22 日　加茂防衛協会定期総会
24 日　濃飛建設事業者職業訓練協会通常総会
　　　　可茂地域市町村議会議長会議
27 日　東濃ひのき製品流通協同組合通常総会
　　　　東濃ヒノキ白川市場協同組合通常総会
　　　　総務常任委員会協議会
29 日　議会運営委員会

 ２ 日　自衛隊第３５普通科連隊との
　　　　意見交換会
 ３ 日　県町村議会議長会評議員会
 ５ 日　青雲のつどい立志式
　　　　レンジャー部隊慰問激励会
 ６ 日　議会議員協議会
 ９ 日　白川野菜村チャオ通常総会
10 日　白川町森林組合通常総代会
11 日　白川町シルバー人材センター定時総会
13 日　町議会第２回定例会（１日目）
14 日　予算決算審査常任委員会
　　　　町議会第２回定例会（２日目）
15 日　白川茶手もみ保存会総会
16 日　青少年健全育成大会

議会の動き（４月22日～７月22日）

４ 

月

５ 

月

６ 
月

17 日　東濃ひのきと白川の家建築協同
　　　　組合総会
18 日　白川茶農業協同組合連合会総会
28 日　庁舎建設特別委員会
　　　　総務常任委員会協議会
　　　　社会福祉協議会法人合併記念式典

 ４ 日　東海環状自動車道中東濃地域建設
　　　　促進協議会
 ５ 日　可茂一部事務組合議会臨時会
 ７ 日　白川町国際友好協会通常総会
 ８ 日　国道 41 号美濃加茂下呂間強靭化
　　　　推進同盟会総会
10 日　リニア中央新幹線建設促進岐阜県
　　　　期成同盟会総会
11 日　議会議員協議会
17 日　白川・東白川公共交通活性化協議会
22 日　可茂土木行政懇談会

6 

月

７ 

月

表紙の写真は、　　　　　　　　　　　　
「文化庁主催  学校芸術鑑賞会」の様子

表紙は語る

　６月２８日、町民会館グロリアホールにて、文化庁主
催の中部フィルハーモニー交響楽団オーケストラ公
演が開催され、白川中学校生徒とその保護者、近隣
住民合わせて約200名がオーケストラを鑑賞しまし
た。
　写真は、楽団員の間近で演奏を鑑賞する生徒た
ち、迫力ある演奏を目の前に、生き生きとした表情
が印象的でした。

7 

月
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